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施
設
や
オ
フ
ィ
ス
、
病
院
な
ど
が
建
ち
並
ん

で
お
り
、
学
問
や
商
業
、
業
務
の
拠
点
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
エ
リ
ア
で

は
、
中
野
区
役
所
の
新
庁
舎
が
中
野
駅
北
口

か
ら
移
転
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
野
四
季
の
都
市
の
東
側
に
は
、
現
在
の

中
野
区
役
所
や
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
が
建
ち
並

ん
で
い
ま
す
。
昭
和
48
年
に
開
業
し
た
中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ
は
、
ホ
テ
ル
や
結
婚
式
場
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
様
々
な
機
能

を
持
ち
、
開
業
当
時
は
画
期
的
な
文
化
複
合

施
設
で
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
し
て

も
広
く
知
ら
れ
、
積
極
的
に
海
外
か
ら
来
日

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
と

し
て
受
け
入
れ
る
な
ど
、
若
者
た
ち
か
ら
の

多
数
の
支
持
を
得
ま
し
た
。

　
再
開
発
が
進
み
、
い
ま
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
る
中
野
駅
周
辺
地
域
。
同
駅
の
北
口
で

は
、
平
成
13
年
ま
で
警
察
学
校
等
で
使
用
さ

れ
て
き
た
跡
地
を
含
む
約
16
万
８
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
も
の
エ
リ
ア
「
中
野
四
季
の
都

市
」
が
再
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
エ
リ
ア
の
中
央
部
に
は
、
そ
の
敷
地

面
積
が
約
１
万
５
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に

も
な
る
中
野
四
季
の
森
公
園
が
あ
り
、
都
市

の
中
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
人
々
が
木
陰
や

芝
生
で
く
つ
ろ
い
だ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
噴

水
で
遊
ぶ
な
ど
、
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
園
の
西
側
に
は
明
治

大
学
や
帝
京
平
成
大
学
、
早
稲
田
大
学
中
野

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
と
い
っ
た
大
学

施
設
が
、
そ
の
ほ
か
公
園
の
周
囲
に
は
商
業

区
役
所
や
中
野
の
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
・
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
が
あ
る
中
野
駅
北
口
で
は
い
ま
、

大
規
模
な
再
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
区
の
中
心
と
し
て
文
化
や
情
報
を
発
信
し
て
き
た
こ
の
地
域
は
、

「
中
野
四
季
の
都ま

市ち

」
と
し
て
整
備
が
進
み
、
平
成
24
年
に
は
み
ど
り
豊
か
な
中
野
四
季
の
森
公
園
が
誕
生
し
、

ま
ち
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
の
歴
史
あ
る
ま
ち
の
魅
力
と
新
し
い
都
市
と
し
て
の
魅
力
。

未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
中
野
の
、
新
た
な
魅
力
や
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
に
ふ
れ
る

ま
ち
歩
き
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

中
野
の
今
と
昔
を
散
歩
し
よ
う

　
　〜
中
野
四
季
の
都ま

市ち

を
中
心
と
し
た
ま
ち
歩
き
で
歴
史
に
ふ
れ
る
〜

ま
ち
づ
く
り
が
進
む
最
新
の
中
野

広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”
中野区

北野神社にある力石。
かつて力石を用いた
力試しは、重い石を
持ち上げることによ
って一人前として社
会に認められた、地
域の若者にとっての
通過儀礼であった

中野駅北口に広がる中野四季の森公園。平成
24年に誕生した再開発地域「中野四季の都市
（まち）」の中心にあり、休日には家族連れやジ
ョギングなどのスポーツをする人々で賑わう

4「隅田川 森羅万象 墨に夢」のロゴマ
ーク。秋からのイベントが楽しみだ

　
平
成
28
年
７
月
11
日
に
は
、
美
術
館
の
近

隣
保
育
園
の
園
児
を
対
象
に
、
開
館
前
の
１

階
講
座
室
が
当
日
限
定
で
開
放
さ
れ
、
北
斎

作
品
に
塗
り
絵
を
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
に
北
斎
及
び
美
術
館
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
用
意

さ
れ
た
「
冨
獄
三
十
六
景
　
凱
風
快
晴
（
通

称
：
赤
富
士
）」
の
塗
り
絵
に
、
園
児
た
ち

は
思
い
思
い
の
色
を
塗
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
今
後
、
美
術
館
で
は
北
斎
や
江
戸
時
代
の

す
み
だ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
講
座
、
こ
ど

め
た
り
、『
北
斎
漫
画
』の
特
定
の
ペ
ー
ジ
だ

け
を
展
示
す
る
の
で
な
く
、
同
端
末
を
活
用

し
て
全
体
的
な
ペ
ー
ジ
内
容
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
い
っ
た
点
で
す
。
来
館
者
が
北

斎
そ
の
人
や
作
品
に
対
し
て
持
つ
興
味
に
応

え
た
り
、
見
て
、
触
れ
て
、
体
感
で
き
る
よ

う
な
、
い
わ
ば
博
物
館
的
要
素
が
含
ま
れ
た

展
示
内
容
も
予
定
さ
れ
、
気
軽
に
北
斎
の
作

品
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
座

　
す
み
だ
北
斎
美
術
館
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
講
座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
学
校
へ

の
作
品
（
レ
プ
リ
カ
）
の
貸
し
出
し
な
ど
、

教
育
普
及
、
文
化
・
創
造
活
動
の
支
援
を
行

う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
北
斎
や
門
人
の
作
品
、
北
斎
と
す

　
区
内
で
は
、
11
月
の
美
術
館
開
館
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
企
画
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
６
月
19
日
に
は
、
区
立
錦
糸
公

園
で
「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
開
館
記
念
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
「
区
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
と
「
緑
と
花
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

あ
わ
せ
て
22
名
に
よ
り
、
縦
２
・
３
メ
ー
ト

ル
、
横
５
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
フ
ラ
ワ
ー
ア

ー
ト
「
冨
獄
三
十
六
景
　
凱
風
快
晴
」
が
再

現
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
る

の
が
、
葛
飾
北
斎
生
誕
日
の
９
月
23
日
よ
り

２
ヶ
月
間
実
施
さ
れ
る
「
隅
田
川 

森
羅
万

象 

墨
に
夢
」
で
す
。
す
み
だ
北
斎
美
術
館

の
開
館
を
一
つ
の
契
機
に
、
地
域
の
魅
力
を

発
見
し
、
楽
し
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
活
動

を
生
み
出
す
人
た
ち
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
内
容
は
、
北
斎
や
隅
田
川
を
始
め
と
す
る

み
だ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
活
動

の
拠
点
と
し
て
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
研
究
成
果
が
、
企
画
展
や
講

座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
を
通
じ
て
広

く
発
信
さ
れ
る
予
定
で
す
。

墨
田
区
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
企
画
、
区

民
が
主
体
的
に
関
わ
る
独
創
的
な
取
組
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
選
定
さ
れ
た

38
の
企
画
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
秋

に
は
区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
区
内
に
は
、
す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
ほ
か

に
、
江
戸
東
京
博
物
館
を
始
め
と
す
る
十
数

ヵ
所
の
博
物
館
、
墨
田
区
の
産
業
や
文
化
に

関
連
す
る
製
品
、
道
具
、
文
献
・
資
料
な
ど

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
さ
れ
る
「
小
さ
な

博
物
館
（
３
Ｍ
）」、
す
み
だ
水
族
館
、
企
業

の
博
物
館
な
ど
多
く
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
気
候
も
良
く
な
る
芸
術
の
秋
に
あ
わ
せ

て
区
内
の
美
術
館
・

博
物
館
巡
り

を
す
る
の
も

楽
し
い
で
し

ょ
う
。

墨田区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

今
後
の
展
望
、開
催
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

冨嶽三十六景
神奈川沖浪裏

冨嶽三十六景　山下白雨

桜花に鷹

北斎漫画

コレクションの一部 （北斎作品は全て墨田区蔵）

57 広報担当おすすめスポット“わたしのまち”　第42回
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駅
北
口
ま
で
は
歩
い
て
約
17
分
、
今
回
取
り

上
げ
た
各
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
れ
ば
、
進
化
を
続

け
る
ま
ち
の
中
で
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場

所
が
数
多
く
残
る
中
野
の
魅
力
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
中
野
駅
周
辺

回
忌
ま
で
、
十
三
回
に
わ
た
っ
て
閻え

ん

魔ま

王
の

前
で
生
前
の
罪
を
裁
か
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
そ
の
際
に
救
っ
て
く
れ
る
仏
を
そ
れ
ぞ

れ
表
し
た
も
の
。
こ
の
板
碑
は
応
永
６
年
、

死
後
の
供
養
を
生
前
自
ら
行
う
た
め
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
人
々
の
信
仰
の
厚

さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〝
平
和
の
象
徴
〞
が
残
る
公
園

　
北
野
神
社
か
ら
清
谷
寺
へ
向
か
う
途
中
、

み
ど
り
豊
か
な
平
和
の
森
公
園
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
か
つ
て
、
多
く
の
思
想
家
や
哲
学

家
が
収
容
さ
れ
て
い
た
豊
多
摩
刑
務
所
が
あ

り
、
小
林
多
喜
二
や
亀
井
勝
一
郎
、
埴
谷
雄

高
な
ど
の
著
名
な
文
学
者
も
収
容
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
明
治
43
年
に
市
谷
監
獄
が
こ
の
地
に
移
転

し
豊
多
摩
監
獄
と
し
て
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
、

豊
多
摩
刑
務
所
に
改
称
、
戦
後
連
合
軍
の
拘

禁
所
を
経
て
中
野
刑
務
所
と
名
を
変
え
、
関

東
大
震
災
、
戦
争
、
安
保
闘
争
と
続
く
動
乱

の
時
代
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

昭
和
58
年
の
刑
務
所
の
廃
庁

後
、
そ
の
跡
地
は
公
園
と
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
、
現
在

は
地
域
の
人
々
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
豊
多
摩
監
獄
は

大
正
時
代
の
若
き
建
築
家
・

後
藤
慶
二
に
よ
る
設
計
で
、

日
本
を
代
表
す
る
煉
瓦
建
造

物
と
も
評
さ
れ
た
美
し
く
崇

高
な
そ
の
姿
は
い
ま
は
も
う

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
唯
一
、

赤
レ
ン
ガ
造
り
の
表
門
だ
け

が
中
野
水
再
生
セ
ン
タ
ー
に

隣
接
す
る
法
務
省
矯
正
研
修

所
内
に
残
さ
れ
て
お
り
、
通

り
か
ら
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
散
策
の
折
に
、
平

和
の
象
徴
と
し
て
残
る
そ
の

優
美
な
姿
は
一
見
の
価
値
あ

り
で
す
。

　
平
和
の
森
公
園
か
ら
中
野

中野駅
南口

北口北口

JR中央・総武線

東京メトロ東西線

妙正寺川

西武新宿線

中
野
通
り

沼袋駅

明治大学中野キャンパス

帝京平成大学
中野キャンパス

早稲田大学
中野国際

コミュニティプラザ

東京警察病院

中野区役所中野区役所

商工
会館
商工
会館

中野水再生
センター
中野水再生
センター

法務省
矯正研修所
法務省
矯正研修所

中野
セントラル
パーク・サウス

中野セントラル
パーク・イースト

明治大学中野キャンパス明治大学中野キャンパス明治大学中野キャンパス

帝京平成大学帝京平成大学帝京平成大学
中野キャンパス中野キャンパス中野キャンパス

早稲田大学早稲田大学早稲田大学
中野国際中野国際中野国際

コミュニティプラザコミュニティプラザコミュニティプラザ

東京警察病院東京警察病院東京警察病院

中野中野中野
セントラルセントラル
パーク・サウスパーク・サウスパーク・サウスパーク・サウス

中野セントラル中野セントラル
パーク・イーストパーク・イースト

明治大学中野キャンパス明治大学中野キャンパス明治大学中野キャンパス

帝京平成大学帝京平成大学
中野キャンパス中野キャンパス中野キャンパス

早稲田大学早稲田大学
中野国際中野国際

コミュニティプラザコミュニティプラザ

中野区役所中野区役所中野区役所
パーク・サウスパーク・サウスパーク・サウスパーク・サウス

中野セントラル中野セントラル
パーク・イーストパーク・イースト

中野四季の都市中野四季の都市中野四季の都市

中野四季の森公園中野四季の森公園中野四季の森公園

新井薬師新井薬師新井薬師

北野神社北野神社北野神社

平和の森公園平和の森公園平和の森公園

清谷寺清谷寺清谷寺

中野ブロードウェイ中野ブロードウェイ中野ブロードウェイ

中野サンプラザ中野サンプラザ中野サンプラザ

薬師あいロード

早稲田通り

は
、
今
後
さ
ら
に
、
区
役
所
や
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
一
帯
の
再
整
備
や
、
増
加
す
る
通
勤
・

通
学
人
口
の
た
め
中
野
駅
西
口
の
設
置
、
駅

南
口
地
区
の
開
発
な
ど
が
進
め
ら
れ
る
予
定

で
す
。
大
き
く
変
わ
る
中
野
区
の
＂
い
ま
＂

を
歩
い
て
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

中野区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

旧中野刑務所跡地に開設された平和の森公園。整備され
る際に、敷地内からは弥生時代を中心に縄文・古墳時代
の住居跡や多数の土器などが出土した　新井３-37-６
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一
方
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
す
ぐ
そ
ば
に

は
、
中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
が
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
は
東
洋
一
を
う
た
う
商
業
住
宅
複

合
施
設
と
し
て
昭
和
41
年
に
開
業
し
た
際
に

は
高
級
店
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
時
代

と
と
も
に
店
舗
が
細
分
化
さ
れ
、
テ
ナ
ン
ト

数
が
増
え
る
と
同
時
に
庶
民
化
し
て
い
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
＂
サ
ブ
カ
ル
（
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
略
）
の
聖
地
＂
と
し
て
、
地
下
１

階
か
ら
地
上
４
階
ま
で
レ
ト
ロ
な
お
も
ち
ゃ

屋
や
古
本
屋
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
お
店
や
趣
味

の
専
門
店
な
ど
約
３
０
０
軒
も
の
店
が
並
び
、

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
好
き
な
人
で
な
く
て
も
、

店
舗
や
商
品
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
時
間
が

経
過
す
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。

通
り
に
沿
っ
て
東
に
向
か
っ
て

少
し
歩
き
、
商
工
会
館
の
先
の

信
号
を
左
に
曲
が
る
と
新
井
薬

師
に
向
か
う
商
店
街
、
薬
師
あ

い
ロ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
、
新
井
薬
師
の
門
前
町
と
し

て
に
ぎ
わ
い
、
古
く
か
ら
の
店
に
加

え
雑
貨
屋
や
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
も
多
く
、
中
野
駅
か
ら
新
井
薬

師
に
向
か
う
散
策
コ
ー
ス
と
し
て
人

気
が
あ
る
通
り
で
す
。

　
新
井
薬
師
（
新
井
山
梅
照
院
）
は
、

か
つ
て
＂
東
の
浅
草
寺
、
西
の
新
井
薬
師
＂

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
人
々
の
信
仰
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
玄
鏡
と
い
う
僧
が

夢
の
お
告
げ
か
ら
子
ど
も
の
た
め
の
調
合
薬

を
作
り
、
多
く
の
子
ど
も
を
救
っ
た
た
め
、

子
育
て
薬
師
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
治
眼
薬
師
と
し
て
も
有
名
で
、
徳
川
二

代
将
軍
秀
忠
公
の
第
五
子
和
子
の
方
の
眼
病

を
治
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内

に
は
湧
き
水
が
あ
り
、
近
隣
の
人
が
汲
み
に

来
る
姿
も
よ
く
見
ら
れ
、「
こ
こ
で
汲
ん
だ

水
で
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
と
お
い
し

い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
新
井
薬
師
の
近
く
に
あ
る
北
野
神
社
は
こ

の
地
域
の
鎮
守
社
で
、
菅
原
道
真
、保う

け
も
ち
の
か
み

食
神
、

井
戸
の
神
様
を
合
祀
し
、
11
月
に
行
わ
れ
る

酉
の
市
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
境
内
に

は
、
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
時
代
、
明
治
か
ら

大
正
に
か
け
て
、
祭
り
で
若
者
が
力
試
し
に

使
っ
た
力
石
（
区
指
定
有
形
文
化
財
）
が
残

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
く
ほ
ど
。

刻
ま
れ
て
い
る
銘
文
か
ら
二
拾
五
貫
目
（
約

93
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
か
ら
四
拾
八
貫
目
余
（
約

１
８
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
ま
で
の
石
を
持
ち
上

げ
、
奉
納
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
北
野
神
社
の
北
西
、
妙
正
寺
川
を
越
え
て

足
を
延
ば
す
と
、
西
武
新
宿
線
の
線
路
の
近

く
に
清
谷
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
歴

史
的
に
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
十
三
仏
板
碑

（
区
指
定
有
形
文
化
財
）
が
あ
り
ま
す
。
十

三
仏
と
は
、
人
の
死
後
初
七
日
か
ら
三
十
三

日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
の
観
光
客

も
多
数
訪
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
周
辺
に
は
飲
食
店
が
連
な
っ
て
い

る
の
で
、
ま
ち
歩
き
で
疲
れ
た
ら
ひ
と
休
み

す
る
こ
と
が
で
き
、
安
く
て
お
い
し
い
居
酒

屋
や
人
気
の
ラ
ー
メ
ン
店
、
お
し
ゃ
れ
な
カ

フ
ェ
な
ど
気
軽
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
お
店

が
多
数
あ
り
ま
す
。

平
安
を
願
う
古
く
か
ら
の
庶
民
の
信
仰

　
中
野
区
に
は
、
寺
社
や
石
仏
な
ど
昔
か
ら

庶
民
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を
抜
け
て
早
稲
田

中野区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

中野四季の都市（まち）の中心部にある
中野四季の森公園では、毎年10月に行
われる「中野にぎわいフェスタ」など、
大型イベントが開催される
中野４-13

個性的な店が連なる中野ブロ
ードウェイ。中野駅北口の商
店街と一体化し、昭和の雰囲
気の残るまちとして多くの観
光客を迎えてきた
中野５-52-15

中野のシンボル的存在である
中野サンプラザ。コンサート
ホールは音響家が選ぶ優良ホ
ール100選に選ばれ、多くの
アーティストがコンサートを
開催している　中野４-１-１

十三仏板碑が残されている清谷寺。かつ
て地蔵堂屋敷だったものが寺となった
沼袋３-21-７

新井薬師の開祖とされる僧行春（ぎょうしゅ
ん）が創建したのがはじまりだといわれる北野
神社。境内には「自分の悪いところを撫でると
治る」とされる「撫で牛」もある　新井４-14-３

通称・新井薬師として知られる新井
山梅照院は、子育て薬師、治眼薬師
として今なお人々の信仰を集める。
ご本尊は二仏一体の秘仏で、寅年の
み御開帳される　新井５-３-５
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駅
北
口
ま
で
は
歩
い
て
約
17
分
、
今
回
取
り

上
げ
た
各
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
れ
ば
、
進
化
を
続

け
る
ま
ち
の
中
で
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場

所
が
数
多
く
残
る
中
野
の
魅
力
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
中
野
駅
周
辺

回
忌
ま
で
、
十
三
回
に
わ
た
っ
て
閻え

ん

魔ま

王
の

前
で
生
前
の
罪
を
裁
か
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
そ
の
際
に
救
っ
て
く
れ
る
仏
を
そ
れ
ぞ

れ
表
し
た
も
の
。
こ
の
板
碑
は
応
永
６
年
、

死
後
の
供
養
を
生
前
自
ら
行
う
た
め
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
人
々
の
信
仰
の
厚

さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〝
平
和
の
象
徴
〞
が
残
る
公
園

　
北
野
神
社
か
ら
清
谷
寺
へ
向
か
う
途
中
、

み
ど
り
豊
か
な
平
和
の
森
公
園
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
か
つ
て
、
多
く
の
思
想
家
や
哲
学

家
が
収
容
さ
れ
て
い
た
豊
多
摩
刑
務
所
が
あ

り
、
小
林
多
喜
二
や
亀
井
勝
一
郎
、
埴
谷
雄

高
な
ど
の
著
名
な
文
学
者
も
収
容
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
明
治
43
年
に
市
谷
監
獄
が
こ
の
地
に
移
転

し
豊
多
摩
監
獄
と
し
て
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
、

豊
多
摩
刑
務
所
に
改
称
、
戦
後
連
合
軍
の
拘

禁
所
を
経
て
中
野
刑
務
所
と
名
を
変
え
、
関

東
大
震
災
、
戦
争
、
安
保
闘
争
と
続
く
動
乱

の
時
代
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

昭
和
58
年
の
刑
務
所
の
廃
庁

後
、
そ
の
跡
地
は
公
園
と
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
、
現
在

は
地
域
の
人
々
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
豊
多
摩
監
獄
は

大
正
時
代
の
若
き
建
築
家
・

後
藤
慶
二
に
よ
る
設
計
で
、

日
本
を
代
表
す
る
煉
瓦
建
造

物
と
も
評
さ
れ
た
美
し
く
崇

高
な
そ
の
姿
は
い
ま
は
も
う

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
唯
一
、

赤
レ
ン
ガ
造
り
の
表
門
だ
け

が
中
野
水
再
生
セ
ン
タ
ー
に

隣
接
す
る
法
務
省
矯
正
研
修

所
内
に
残
さ
れ
て
お
り
、
通

り
か
ら
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
散
策
の
折
に
、
平

和
の
象
徴
と
し
て
残
る
そ
の

優
美
な
姿
は
一
見
の
価
値
あ

り
で
す
。

　
平
和
の
森
公
園
か
ら
中
野

中野駅
南口

北口北口

JR中央・総武線

東京メトロ東西線

妙正寺川

西武新宿線

中
野
通
り

沼袋駅

明治大学中野キャンパス

帝京平成大学
中野キャンパス

早稲田大学
中野国際

コミュニティプラザ

東京警察病院

中野区役所中野区役所

商工
会館
商工
会館

中野水再生
センター
中野水再生
センター

法務省
矯正研修所
法務省
矯正研修所

中野
セントラル
パーク・サウス

中野セントラル
パーク・イースト

明治大学中野キャンパス明治大学中野キャンパス明治大学中野キャンパス

帝京平成大学帝京平成大学帝京平成大学
中野キャンパス中野キャンパス中野キャンパス

早稲田大学早稲田大学早稲田大学
中野国際中野国際中野国際

コミュニティプラザコミュニティプラザコミュニティプラザ

東京警察病院東京警察病院東京警察病院

中野中野中野
セントラルセントラル
パーク・サウスパーク・サウスパーク・サウスパーク・サウス

中野セントラル中野セントラル
パーク・イーストパーク・イースト

明治大学中野キャンパス明治大学中野キャンパス明治大学中野キャンパス

帝京平成大学帝京平成大学
中野キャンパス中野キャンパス中野キャンパス

早稲田大学早稲田大学
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中野四季の都市中野四季の都市中野四季の都市

中野四季の森公園中野四季の森公園中野四季の森公園

新井薬師新井薬師新井薬師

北野神社北野神社北野神社

平和の森公園平和の森公園平和の森公園

清谷寺清谷寺清谷寺

中野ブロードウェイ中野ブロードウェイ中野ブロードウェイ

中野サンプラザ中野サンプラザ中野サンプラザ

薬師あいロード

早稲田通り

は
、
今
後
さ
ら
に
、
区
役
所
や
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
一
帯
の
再
整
備
や
、
増
加
す
る
通
勤
・

通
学
人
口
の
た
め
中
野
駅
西
口
の
設
置
、
駅

南
口
地
区
の
開
発
な
ど
が
進
め
ら
れ
る
予
定

で
す
。
大
き
く
変
わ
る
中
野
区
の
＂
い
ま
＂

を
歩
い
て
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

中野区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

旧中野刑務所跡地に開設された平和の森公園。整備され
る際に、敷地内からは弥生時代を中心に縄文・古墳時代
の住居跡や多数の土器などが出土した　新井３-37-６
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早稲田通り

は
、
今
後
さ
ら
に
、
区
役
所
や
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
一
帯
の
再
整
備
や
、
増
加
す
る
通
勤
・

通
学
人
口
の
た
め
中
野
駅
西
口
の
設
置
、
駅

南
口
地
区
の
開
発
な
ど
が
進
め
ら
れ
る
予
定

で
す
。
大
き
く
変
わ
る
中
野
区
の
＂
い
ま
＂

を
歩
い
て
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

中野区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

旧中野刑務所跡地に開設された平和の森公園。整備され
る際に、敷地内からは弥生時代を中心に縄文・古墳時代
の住居跡や多数の土器などが出土した　新井３-37-６

中野駅北口まち歩きMAP
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一
方
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
す
ぐ
そ
ば
に

は
、
中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
が
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
は
東
洋
一
を
う
た
う
商
業
住
宅
複

合
施
設
と
し
て
昭
和
41
年
に
開
業
し
た
際
に

は
高
級
店
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
時
代

と
と
も
に
店
舗
が
細
分
化
さ
れ
、
テ
ナ
ン
ト

数
が
増
え
る
と
同
時
に
庶
民
化
し
て
い
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
＂
サ
ブ
カ
ル
（
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
略
）
の
聖
地
＂
と
し
て
、
地
下
１

階
か
ら
地
上
４
階
ま
で
レ
ト
ロ
な
お
も
ち
ゃ

屋
や
古
本
屋
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
お
店
や
趣
味

の
専
門
店
な
ど
約
３
０
０
軒
も
の
店
が
並
び
、

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
好
き
な
人
で
な
く
て
も
、

店
舗
や
商
品
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
時
間
が

経
過
す
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。

通
り
に
沿
っ
て
東
に
向
か
っ
て

少
し
歩
き
、
商
工
会
館
の
先
の

信
号
を
左
に
曲
が
る
と
新
井
薬

師
に
向
か
う
商
店
街
、
薬
師
あ

い
ロ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
、
新
井
薬
師
の
門
前
町
と
し

て
に
ぎ
わ
い
、
古
く
か
ら
の
店
に
加

え
雑
貨
屋
や
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
も
多
く
、
中
野
駅
か
ら
新
井
薬

師
に
向
か
う
散
策
コ
ー
ス
と
し
て
人

気
が
あ
る
通
り
で
す
。

　
新
井
薬
師
（
新
井
山
梅
照
院
）
は
、

か
つ
て
＂
東
の
浅
草
寺
、
西
の
新
井
薬
師
＂

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
人
々
の
信
仰
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
玄
鏡
と
い
う
僧
が

夢
の
お
告
げ
か
ら
子
ど
も
の
た
め
の
調
合
薬

を
作
り
、
多
く
の
子
ど
も
を
救
っ
た
た
め
、

子
育
て
薬
師
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
治
眼
薬
師
と
し
て
も
有
名
で
、
徳
川
二

代
将
軍
秀
忠
公
の
第
五
子
和
子
の
方
の
眼
病

を
治
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内

に
は
湧
き
水
が
あ
り
、
近
隣
の
人
が
汲
み
に

来
る
姿
も
よ
く
見
ら
れ
、「
こ
こ
で
汲
ん
だ

水
で
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
と
お
い
し

い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
新
井
薬
師
の
近
く
に
あ
る
北
野
神
社
は
こ

の
地
域
の
鎮
守
社
で
、
菅
原
道
真
、保う

け
も
ち
の
か
み

食
神
、

井
戸
の
神
様
を
合
祀
し
、
11
月
に
行
わ
れ
る

酉
の
市
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
境
内
に

は
、
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
時
代
、
明
治
か
ら

大
正
に
か
け
て
、
祭
り
で
若
者
が
力
試
し
に

使
っ
た
力
石
（
区
指
定
有
形
文
化
財
）
が
残

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
く
ほ
ど
。

刻
ま
れ
て
い
る
銘
文
か
ら
二
拾
五
貫
目
（
約

93
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
か
ら
四
拾
八
貫
目
余
（
約

１
８
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
ま
で
の
石
を
持
ち
上

げ
、
奉
納
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
北
野
神
社
の
北
西
、
妙
正
寺
川
を
越
え
て

足
を
延
ば
す
と
、
西
武
新
宿
線
の
線
路
の
近

く
に
清
谷
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
歴

史
的
に
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
十
三
仏
板
碑

（
区
指
定
有
形
文
化
財
）
が
あ
り
ま
す
。
十

三
仏
と
は
、
人
の
死
後
初
七
日
か
ら
三
十
三

日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
の
観
光
客

も
多
数
訪
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
周
辺
に
は
飲
食
店
が
連
な
っ
て
い

る
の
で
、
ま
ち
歩
き
で
疲
れ
た
ら
ひ
と
休
み

す
る
こ
と
が
で
き
、
安
く
て
お
い
し
い
居
酒

屋
や
人
気
の
ラ
ー
メ
ン
店
、
お
し
ゃ
れ
な
カ

フ
ェ
な
ど
気
軽
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
お
店

が
多
数
あ
り
ま
す
。

平
安
を
願
う
古
く
か
ら
の
庶
民
の
信
仰

　
中
野
区
に
は
、
寺
社
や
石
仏
な
ど
昔
か
ら

庶
民
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を
抜
け
て
早
稲
田

中野区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

中野四季の都市（まち）の中心部にある
中野四季の森公園では、毎年10月に行
われる「中野にぎわいフェスタ」など、
大型イベントが開催される
中野４-13

個性的な店が連なる中野ブロ
ードウェイ。中野駅北口の商
店街と一体化し、昭和の雰囲
気の残るまちとして多くの観
光客を迎えてきた
中野５-52-15

中野のシンボル的存在である
中野サンプラザ。コンサート
ホールは音響家が選ぶ優良ホ
ール100選に選ばれ、多くの
アーティストがコンサートを
開催している　中野４-１-１

十三仏板碑が残されている清谷寺。かつ
て地蔵堂屋敷だったものが寺となった
沼袋３-21-７

新井薬師の開祖とされる僧行春（ぎょうしゅ
ん）が創建したのがはじまりだといわれる北野
神社。境内には「自分の悪いところを撫でると
治る」とされる「撫で牛」もある　新井４-14-３

通称・新井薬師として知られる新井
山梅照院は、子育て薬師、治眼薬師
として今なお人々の信仰を集める。
ご本尊は二仏一体の秘仏で、寅年の
み御開帳される　新井５-３-５
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